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オートファジーは、細胞内成分のリサイクリングシステムであり、細胞から個体までの恒常性維持に

機能している。一般的にオートファジーは栄養飢餓で活性化されるが、過度の栄養制限は健康リスク

があるため、栄養飢餓とは異なるメカニズムによるオートファジー活性化成分の同定も重要な課題で

ある。近年、ある種のファイトケミカルが栄養飢餓に依存せずにオートファジーを活性化することが

報告されている。しかし、そのオートファジー制御メカニズムは未解明な点が多い。そこで、ある種

のカロテノイドがオートファジーを活性化する報告から、本研究ではカロテノイドに着目し、オート

ファジー活性への影響を検討した。まず、オートファジーフラックス（オートファジーの分解量）を

解析可能なプローブを遺伝子導入した細胞を用いて解析した結果、これまでの報告とは異なるオート

ファジーへの作用が認められた。すなわち、オートファジーを活性化することが報告されているカロ

テノイドがオートファジーフラックスの亢進を示さず、異なるカロテノイドがオートファジーフラッ

クスを亢進することを見出した。また、それらのカロテノイドは栄養飢餓シグナルとは異なる機構に

よりオートファジーフラックスを亢進することを見出した。以上の結果は、定量性の高いオートファ

ジーフラックスプローブを用いたオートファジーへの影響の検討が重要であることを示しており、食

品因子によるオートファジー研究の再検討の必要性を示すものかもしれない。 
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